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平
成
17
年
度

の
一
般
会
計

予
算
に
つ
い

て
は
、
国
の

三
位
一
体
の

改
革
や
、
厳

し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
税
収
の
大
幅
な
増

や
地
方
交
付
税
の
増
額
が
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
行
財
政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
、
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
経
費
全
般
に
つ
い

て
の
徹
底
し
た
節
減
、
合
理
化
な
ど
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、「
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
地
方
都
市

と
も
べ
」
を
実
現
す
る
た
め
に
今
年
度
の
主

要
事
業
と
し
て
、
12
項
目
を
あ
げ
ま
し
た
。

友
部
学
の
推
進
、
合
併
の
推
進
と
行
政
運
営

の
効
率
化
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

福
祉
の
充
実
、
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

の
充
実
、
農
林
業
の
振
興
、
地
域
幹
線
道
路

の
整
備
な
ど
12
の
主
要
事
業
の
積
極
的
な
展

開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
17
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
を
合
わ
せ
予
算
総
額
は
、
１
７
３
億
１
０
５
９
万
５
千

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
0.5
％
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
平
成
17
年
度
の
当
初
予
算
と
主
な
事
業
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計　　93億52万1千円 

町民１人当たりの町税額は 

※平成17年３月１日現在の人口 
　35,756人（住民基本台帳人口） 
　で算出 

94,759円 

歳入 

町税 
33億8,821万7千円 
（36.4%） 

　 自 
　　　主 

　　　 財 

　　　源 

（49.3%） 

　  依 
 存 

財 

 源 

　（50.7%） 

地方交付税 
16億円 
（17.2%） 

　町債 
9億3,280万円 
　（10.0%） 

国庫支出金 
8億7,916万9千円 
（9.4%） 

　県支出金 
3億9,998万7千円 
　（4.3%） 

地方消費税交付金 
3億455万7千円 

（3.3%） 

その他 
5億9,898万円 
（6.5%） 

繰入金 
7億5,875万1千円 
（8.1%）  

分担金・負担金 
1億9,510万9千円 
（2.1%） 

繰越金 
1億円（1.1%） 

使用料・手数料 
5,697万4千円（0.6%） 

その他 
8,597万7千円 
　（1.0%） 

歳出 

　土木費 
20億2,929万5千円 
　（21.8% ） 

　民生費 
20億682万9千円 
　（21.6%） 

衛生費 
12億2,962万7千円 
（13.2%） 

総務費 
9億6,602万1千円 
　　（10.4%）  

教育費 
9億1,274万5千円 
　　　（9.8%） 

公債費 
6億7,529万円（7.3%） 

消防費 
6億4,626万2千円 
（7.0%） 

農林水産業費 
5億7,061万円 
（6.1%） 

その他 
2億6,384万2千円 
（2.8%） 

人件費 
19億7,074万4千円 
（21.2%） 

補助費等 
19億4,558万3千円 
（20.9%） 

繰出金 
10億7,250万9千円 
（11.5%） 

扶助費 
9億1,867万3千円 
（9.9%） 

投資的経費 
16億3,012万8千円 
（17.5%） 

物件費 
9億9,375万円 
（10.7%） 

公債費 
6億7,527万円 
（7.3%） 

その他 
9,386万4千円 
（1.0%） 

性質別 

予  

算 

予  

算 

予  

算 
友部町長

川上　好孝
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一
般
会
計
は
、
町
税
を
は
じ
め
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、

土
木
・
教
育
・
福
祉
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的
な
施

策
を
行
う
会
計
で
す
。
平
成
17
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
、
93
億
52
万
１
千
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
３
億
２
５
０
６
万
１
千
円（
3.4
％
）

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
　
入

自
主
財
源
の
う
ち
、
町
税
は
前
年
度
よ
り

１
億
１
２
０
６
万
１
千
円
増
の
33
億
８
８
２

１
万
７
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依
存
財

源
の
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
よ
り
２
億
１

３
０
０
万
円
減
の
16
億
円
、
国
庫
支
出
金
に

つ
い
て
は
友
部
駅
周
辺
整
備
が
本
格
化
す
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
よ
り
１
億
２
０
２
万
３

千
円
増
の
、
８
億
７
９
１
６
万
９
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
今
後
も
適
切
な
見
通
し
の
も

と
に
、
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

■
歳
　
出

土
木
費
に
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路

の
改
良
工
事
や
、
友
部
・
笠
間
広
域
下
水
道
組

合
へ
の
負
担
金
、
友
部
駅
周
辺
整
備
事
業
費

な
ど
20
億
２
９
２
９
万
５
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

民
生
費
に
は
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
、
障

害
者
の
支
援
費
、
乳
幼
児
や
重
度
心
身
障
害

者
な
ど
の
医
療
扶
助
、
児
童
施
設
の
整
備
費

な
ど
、
20
億
６
８
２
万
９
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

衛
生
費
に
は
予
防
接
種
・
各
種
健
診
、
友
部

地
方
広
域
環
境
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど
12
億
２

９
６
２
万
７
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

●特別会計 
会  計  別 

計 

国民健康保険 

老人保健 

介護保険 

農業集落排水事業 

公共用地先行取得事業 

24億1,851万9千円 

20億3,802万3千円 

15億2,468万4千円 

4億3,179万8千円 

1千円 

64億1,302万5千円 

4.2％ 

△0.7％ 

24.1％ 

△21.9％ 

0％ 

4.2％ 

予  算  額 前年比 

特別会計は、国民健康保険や介護保険、農業集落排水事業などの特定
事業を行う場合、それぞれの特定収入で運営していく独立した会計の
ことです｡ 

●企業会計 
会  計  別 

計 

水道事業 

収益的 

資本的 

国保病院事業 

収益的 

資本的 

9億8,143万3千円 

6億9,289万9千円 

2億8,853万4千円 

6億1,561万6千円 

5億9,761万4千円 

1,800万2千円 

15億9,704万9千円 

0.5％ 

△3.5％ 

11.5％ 

△4.0％ 

△4.2％ 

5.9％ 

△1.3％ 

予  算  額 前年比 

企業会計は、事業から得る収益を主な財源として、運営していく会計
のことです。本町では、水道事業と国保病院事業の２つがあります｡ 

教育費 
各小中学校や
公民館、図書
館の運営経費 
など 

25,527円 

公債費 
町債の現金･
利子の返済 

18,886円 
消防費 

笠間地方
広域事務
組合への
負担金 
など 

18,074円 
農林水産業費 
国･県事業の 
負担金や 
農業振興 
補助金 
など 

15,959円 
その他 

議会費や商工費など 

7,379円 

総務費 

27,017円 

衛生費 
予防接種や 
各種健診、 
ごみ処理 
事業など 

34,389円 

民生費 
高齢者･障害
者福祉対策
や医療福祉
費、児童手
当てなど 

56,126円 

土木費 
町道の整備･
補修や友部･
笠間広域下
水道組合へ
の負担金 
など 

56,754円 

税金の賦課･
収納の経費、
戸籍や住民
登録の経費、
広報紙の発

一般会計　　　93億52万1千円 

特別会計　64億1,302万5千円 

企業会計　15億9,704万9千円 

予算総額 173億1,059万5千円 

町民１人当たり 
に使われるお金 
※平成17年３月１日
　現在の人口35,756
　人で算出 

260,111円 
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三
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一
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三
位
一
体
の
改
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政
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ど
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影
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ど
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す
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三
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に

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
っ
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町
の
財
政
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ど
う
影
響
す
る
の
か

ど
う
影
響
す
る
の
か 

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
っ
て
町
の
財
政
に 

ど
う
影
響
す
る
の
か 

三
位
一
体
の
改
革
と
は

三
位
一
体
の
改
革
と
は
、
国
の
構

造
改
革
の
一
つ
で
、
国
と
地
方
の
改

革
の
こ
と
で
す
。
地
方
自
治
本
来
の

姿
の
実
現
に
向
け
た
改
革
で
す
。

税
源
移
譲
、
国
庫
補
助
金
削
減
、

地
方
交
付
税
の
見
直
し
、
こ
の
３
つ

を
同
時
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
進
め
る
改

革
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
必
要
か

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
や
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
た

め
に
、
地
方
の
権
限
と
責
任
を
大
幅

に
拡
大
し
、
住
民
の
意
向
が
よ
り
反

映
し
や
す
い
地
方
分
権
型
の
行
財
政

の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
危
機
の

中
、
歳
出
の
縮
減
・
合
理
化
な
ど
の

行
財
政
改
革
を
進
め
て
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
図
り
、
効
率
的
で
小
さ
な

政
府
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
へ
の
影
響
は

町
の
収
入
の
半
分
以
上
を
占
め
る

の
が
、
町
税
と
地
方
交
付
税
で
す
。

今
年
度
の
町
税
は
、
若
干
増
え
る
見

込
み
で
す
が
、
地
方
交
付
税
は
引
き

続
き
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
町
税

と
地
方
交
付
税
の
合
計
額
は
、
今
後

も
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
さ

ら
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※臨時財政対策債とは･･･地方財政の財源不足を補てんするため、発行が認められた地方債です。

【前年比】
税源移譲　所得譲与税　　約5,900万円増
国庫補助負担金の改革　　約3,890万円減
地方交付税
地方交付税　　　　　 2億7,800万円減
臨時財政対策債　　　　 2億400万円減
計　　　　　　　　 4億6,190万円減

【前年比】
税源移譲　所得譲与税　　約6,600万円増
国庫補助負担金の改革　　約3,935万円減
地方交付税
地方交付税　　　　　 1億3,700万円減
臨時財政対策債　　　 1億2,000万円減
計　　　　　　　　 2億3,035万円減

【前年比】
税源移譲　所得譲与税　　約5,900万円増
国庫補助負担金の改革　　約3,890万円減
地方交付税
地方交付税　　　　　 2億7,800万円減
臨時財政対策債　　　　 2億400万円減
計　　　　　　　　 4億6,190万円減

【前年比】
税源移譲　所得譲与税　　約5,900万円増
国庫補助負担金の改革　　約3,890万円減
地方交付税
地方交付税　　　　　 2億4,900万円減
臨時財政対策債　　　　 2億400万円減
計　　　　　　　　 4億3,290万円減

地
方
交
付
税
等
の
状
況

町で自由に使える一般財源の額は、削減さ
れる前の平成15年度の水準を回復するには至
らない見込みです。

平成17年度

国の地方交付税改革により、地方交付税や
臨時財政対策債が大幅に削減されました。

平成16年度

国庫補助負担金の改革 国庫補助負担金の改革 

税源移譲を含む 

税源配分の見直し 

税源移譲を含む 

税源配分の見直し 地方交付税の改革 地方交付税の改革 

0
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※地方交付税の額は、
　地方交付税と臨時
　財政対策債の合計。 

町税　　　 

地方交付税 

35億3,150万1千円 

27億6,600万円 

27億3,000万円 

27億2,000万円 

23億2,900万円 
20億円 

35億5,235万9千円 
33億1,216万7千円 

32億7,615万6千円 

33億8,821万7千円 

町税と地方交付税の推移
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主
な
事
業

主
な
事
業 
主
な
事
業

主
な
事
業 
主
な
事
業 

平
成
17
年
度
、
６
つ
の
柱
を
基
本
に
、「
ふ
れ

あ
い
と
活
力
あ
る
地
方
都
市
」を
目
指
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
今
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

友
部
学
を
基
本
に
、
町
民
と
行
政
に
よ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

友
部
学
の
推
進

●
友
部
学
実
践
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
制
度
の
運
用
等
に
よ

る
友
部
学
の
推
進

４
月
か
ら
県
内
で
初
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

の
条
例
を
施
行
し
、
町
民
参
画

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
推
進
と
行
政

運
営
の
効
率
化

●
市
町
村
合
併
の
推
進

来
年
３
月
19
日
を
合
併
期
日

と
し
て
、
笠
間
市
、
岩
間
町
と

合
併
を
し
ま
す
。
合
併
方
式
は

「
新
設
」、
新
市
の
名
称
は「
笠
間

市
」、
市
役
所
の
位
置
は
現
在
の

「
友
部
町
役
場
」と
な
り
ま
す
。

●
友
部
町
第
二
次
行
政
改
革
大
綱

の
推
進

幅
広
い
角
度
か
ら
行
財
政
改

革
を
展
開
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
効
率
的
な
行
政
運
営

を
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
が
参
画
し
て

住
民
が
参
画
し
て 

つ
く
る
ま
ち

つ
く
る
ま
ち 

住
民
が
参
画
し
て

住
民
が
参
画
し
て 

つ
く
る
ま
ち

つ
く
る
ま
ち 

住
民
が
参
画
し
て 

つ
く
る
ま
ち 

高
齢
者
や
障
害
者
も
安
心
し
て
生
活
で

き
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
は
ぐ
く

ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
高
齢
者
対
策
の
充
実

高
齢
者
が
、
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防

へ
の
意
識
の
高
揚
に
重
点
を
置

い
た
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

は
な
さ
か
の
活
用
を
は
じ
め
、

住
民
健
診
等
の
充
実
と
健
康
相
談

の
開
催
を
通
し
て
、
町
民
の
健
康

保
持
と
疾
病
予
防
に
努
め
ま
す
。

健
や
か
に
安
心
し
て
　

健
や
か
に
安
心
し
て
　 

暮
ら
せ
る
ま
ち

暮
ら
せ
る
ま
ち 

健
や
か
に
安
心
し
て
　

健
や
か
に
安
心
し
て
　 

暮
ら
せ
る
ま
ち

暮
ら
せ
る
ま
ち 

健
や
か
に
安
心
し
て
　 

暮
ら
せ
る
ま
ち 

少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
福
祉
の
充
実

●
特
別
保
育
事
業

各
保
育
所
で
、
延
長
保
育
、

乳
児
保
育
、
休
日
保
育
な
ど
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

町
内
の
全
小
学
校
に
、「
学

童
ク
ラ
ブ
」を
設
置
し
、
子
育

て
支
援
の
よ
り
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
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道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
を
は
じ

め
、
安
全
対
策
・
環
境
衛
生
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
っ
た

生
活
環
境
の
整
っ
た 

ま
ち
ま
ち 

生
活
環
境
の
整
っ
た

生
活
環
境
の
整
っ
た 

ま
ち
ま
ち 

生
活
環
境
の
整
っ
た 

ま
ち 

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全

対
策
の
充
実

●
防
犯
推
進
事
業

各
地
域
の
防
犯
連
絡
員
を
中

心
に
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
防
犯
街
路
灯
設
置
事
業

防
犯
街
路
灯
新
設
工
事
や
行

政
区
へ
の
設
置
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
整
備
事
業

上
下
水
道
の
整
備

●
第
三
次
拡
張
事
業(

水
道
事
業)

県
水
系
配
水
区
域
の
拡
大
の

た
め
、
送
水
管
・
配
水
管
の
整

備
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
浄
化
槽
設
置
整
備(

助
成)

事
業

生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚

濁
防
止
を
図
る
た
め
、
浄
化
槽

の
設
置
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

●
農
業
集
落
排
水
事
業(

枝
折
川
地
区)

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
の
振
興
と
、
学

校
教
育
の
充
実
や
青
少
年
の
健
全
育
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
活
動
の

促
進

●
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
事
業

「
全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」お
よ
び

「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
全
国
大
会
」

を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

り
ま
す
。

●
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音

楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
と
も
べ
の

開
催

心
の
豊
か
さ
を

心
の
豊
か
さ
を 

は
ぐ
く
む
ま
ち

は
ぐ
く
む
ま
ち 

心
の
豊
か
さ
を

心
の
豊
か
さ
を 

は
ぐ
く
む
ま
ち

は
ぐ
く
む
ま
ち 

心
の
豊
か
さ
を 

は
ぐ
く
む
ま
ち 

環
境
保
全
施
策
の
総
合
的
な

推
進

●
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
事
業

ビ
オ
ト
ー
プ(
多
様
な
生
物
が

生
息
で
き
る
環
境)

を
整
備
し
、

自
然
再
生
を
図
り
ま
す
。

●
水
質
浄
化
推
進
事
業

池
・
河
川
の
水
質
調
査
や
環
境

に
や
さ
し
い
石
け
ん
の
普
及
を

図
り
ま
す
。

●
役
場
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
推
進
事
業

「
役
場
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
」策
定
に
向
け
、
役
場
が
率

先
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実
・
整
備

●
立
志
の
船
自
然
教
室
事
業

将
来
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的

に
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
北
海

道
で
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

●
英
語
指
導
助
手(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

配
置

事
業国

際
理
解
教
育
や
英
語
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
町
内
小

中
学
校
に
英
語
指
導
助
手
を
派

遣
し
ま
す
。

●
学
校
耐
震
事
業

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
友
部
中

学
校
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
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特集　町の予算と主な事業

畑
地
の
基
盤
整
備
や
花
き
、
ク
リ

な
ど
の
特
産
物
の
生
産
を
促
進

し
、
農
業
の
振
興
や
商
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
域
資
源
を
生
か
し
た 

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち 
地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
域
資
源
を
生
か
し
た 

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち 
地
域
資
源
を
生
か
し
た 

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち 

農
林
業
の
振
興

●
霞
ヶ
浦
用
水
事
業
の
推
進

農
業
用
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
た
め
、
用
水
施
設
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

●
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

小
原
地
区
の
田
畑
の
区
画
整

理
に
合
わ
せ
、
道
路
と
用
排
水

施
設
の
整
備
を
総
合
的
に
行
い

ま
す
。

●
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

農
村
の
総
合
的
な
振
興
を
図

る
た
め
、
農
業
生
産
基
盤
整
備

や
農
村
生
活
環
境
基
盤
整
備
を

行
い
ま
す
。

●
地
場
産
品
の
確
立
事
業

花
き
、
青
果
物

の
品
質
向
上
と
ク

リ
の
新
品
種
「
神

峰
」の
普
及
や
、
選

果
機
の
整
備
な
ど

に
よ
る
友
部
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

商
工
業
・
観
光
の
振
興

●
ふ
る
さ
と
友
部
ま
つ
り
の
充
実

●
企
業
誘
致
施
策
の
推
進

●
北
山
公
園
の
施
設
充
実

ト
イ
レ
改
修
、
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
設
定
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

●
自
治
金
融
融
資
制
度
の
充
実

自
治
金
融
の
保
証
料
を
補
給

す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
、
中
小
企
業
の

健
全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
機
能
の

都
市
機
能
の 

充
実
し
た
ま
ち

充
実
し
た
ま
ち 

都
市
機
能
の

都
市
機
能
の 

充
実
し
た
ま
ち

充
実
し
た
ま
ち 

都
市
機
能
の 

充
実
し
た
ま
ち 

地
域
幹
線
道
路
の
整
備

●
町
道
１
級
12
号
線
の
整
備

本
町
と
岩
間
町
役
場
前
を
結

ぶ
大
古
山
地
内
の
道
路
整
備
を

行
い
ま
す
。

●
友
部
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設

置
と
社
会
実
験

本
年
夏
、
常
磐
自
動
車
道
友

部
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
車
専
用
の
出
入
口
を
設
け
、

社
会
実
験
を
行
い
ま
す
。

●
環
状
線
の
整
備

友
部
Ｉ
Ｃ
か
ら
宍
戸
小
学
校

前
ま
で
の
区
間(

上
町
大
沢
線)

と
、
中
央
病
院
通
り
か
ら
友
部

小
学
校
方
面
へ
抜
け
る
区
間(

宿

大
沢
線)

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

●
友
部
駅
周
辺
整
備
事
業

平
成
19
年
春
の
供
用
開
始
を

目
指
し
、
友
部
駅
橋
上
化
お
よ

び
南
北
自
由
通
路
、
北
口
駅
前

広
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

町
全
体
の
土
地
利
用
の
方
向
性
を
確
立
し
、

幹
線
道
路
や
友
部
駅
周
辺
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

問合せ　予算について　　　総務課(内線203) Eメール zaisei@town.tomobe.ibaraki.jp

主要事業について　企画課(内線239) Eメール kikaku@town.tomobe.ibaraki.jp

友部駅周辺完成図



まちの話題 

町
消
防
団
第
14
分
団
の

詰
所
が
新
た
に

３
月
22
日
、
第
14
分
団（
上
市
原
・
滝

川
地
区
）の
新
し
い
詰
所
が
完
成
し
町
か

ら
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
詰

所
は
、
上
市
原
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
滝
川
地
区
に
新
築
移

転
さ
れ
ま
し
た
。

分
団
長
の
郡
司
勝
生
さ
ん
は
、「
各
団

員
さ
ら
に
身
を
引
き
締
め
、
地
域
の
住

民
が
安
心
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
消
防

活
動
に
精
進
し
て
い
き
た
い
」と
熱
意
を

語
り
、
団
員
の
方
々
は
地
域
の
安
全
と

発
展
を
目
指
す
心
意
気
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

健
康
づ
く
り
講
演
会

３
月
12
日
、
町
中
央
公
民
館
で
健
康

づ
く
り
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
テ
レ
ビ
等
で
も
お
な
じ
み
の

東
京
大
学
大
学
院
の
石
井
直
方
教
授
を

招
い
て
、
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
実
技
を
交
え
な

が
ら
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健

康
を
維
持
す
る
に
は「
身
体
的
、
精
神

的
、
社
会
的
に
良
好
な
状
態
を
保
つ
こ

と
が
大
事
」と
、
人
間
の
体
の
仕
組
み

か
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
ま
で

７
つ
の
視
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
子
で
手
作
り

た
こ
に
挑
戦

２
月
20
日
、
宍
戸
小
学
校
地
域
の
住

民
有
志
で
構
成
さ
れ
た
、「
し
し
ど
３

６
５
」の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
親
子
で
た

こ
を
作
り
、
揚
げ
て
楽
し
も
う
と
い
う

催
し
が
宍
戸
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し

た
。
町
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
約

60
人
が
参
加
し
、
親
子
協
力
し
て
作
っ

た
色
と
り
ど
り
の
た
こ
が
高
く
揚
が
る

と
、
大
き
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

講師の石井直方教授

第14分団の皆さん
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たこに色とりどりの絵を描きました



男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

２
月
26
日
、
町
中
央
公
民
館
で
町
、
と
も
べ
女
性
の
会
主
催
に
よ
る
男
女
共

同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
落
語
家

の
林
家
う
ん
平
さ
ん
が
基
調
講
演
と
落
語
を
行
い
、
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し

た
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
研
究
グ
ル
ー
プ「
共
生
の
会
」が
、
夫
婦
が
協
力
し

て
行
う
子
育
て
や
、
男
性
の
生
活
的
自
立
、
女
性
自
身
の
自
覚
と
家
庭
の
協
力

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
寸
劇
を
披
露
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
す
る
よ
う

参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
次
世
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
女
性
農
業
士

の
大
和
田
悦
子
さ
ん
が
夫
や
家
族
と
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
農
業
や
家
事
、

介
護
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
報
告
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
調

査
を
行
い
、
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
で
の

意
見
を
も
と
に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
の
歴
史
と
自
然
を
感
じ
て

３
月
13
日
、
第
19
回
と
も
べ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
、

大
原
小
学
校
を
発
着
点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
１
９
０
人
。
約
4.5
㌔
㍍
の
さ

わ
や
か
コ
ー
ス
か
6.3
㌔
㍍
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
の
ど
ち
ら

か
を
選
択
し
、
地
図
を
片
手
に
地
域
に
ち
な
ん
だ
問
題
を

家
族
や
仲
間
同
士
で
解
き
な
が
ら
、
不
動
谷
津
池
や
広
慶

寺
、
小
原
神
社
な
ど
、
大
原
地
区
周
辺
を
歩
き
ま
し
た
。

結果(敬称略)
さわやかコース
優　勝 �木さんちチーム
準優勝 友部鯉恋会Ａチーム
第３位 オオヒラカゾクチーム

ふれあいコース
優　勝 青空チーム
準優勝 なかよしとみ田チーム
第３位 新堀チーム

俳句入選
新堀　光子(新堀チーム)
田村　侑季(英国風スラ)
清水美優紀(ピロたこチーム)

スケッチ入選
飯島　夏美(11チアーズキッズ)
荒井　剛(荒井ファミリー)

落語家の林家うん平さん

問題に取り組む参加者
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共生の会による寸劇
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ご利用ください！
出前講座「学びの宅配便」

平成17年度友部学モデル事業を募集します

４月は、各種団体の総会や地域での会合
が多い時期です。｢町の歴史について学びた
い｣｢主要事業について詳しく知りたい｣｢ス
ポーツをしたい｣など、町民の皆さんの要
望に応えられるよう69の講座メニューを
用意しています。５人以上の団体･グルー
プで申込みください。
※講師料は、無料です。

町民参画のま
ちづくり

問合せ 
企画課まちづくり推進室（内線323） 
Eメール machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

友部学モデル事業は、まちづくり活動推進を目的
として、町民の皆さんが主体となって地域の活性化、
地域社会の健全化、地域の交流事業などを行ってい
る団体の活動を支援するものです。
友部学推進本部(モデル事業委員会)で指定し、町
がその団体が行う事業に対して助成を行うものです。
現在行っている事業、または新しく行う事業などを
応募ください。

●支援予定団体　４団体
●支援内容　　　全体事業費の１/２以内の助成

(上限額　50,000円)
●応募資格　　　①団体が組織化されている。

②継続性のある事業。
③友部町民を対象とした事業。

●応募締切り　　５月20日(金)

※詳細については、企画課まちづくり推進室まで問合せ
ください。

子どもを犯罪から守れますか 子どもを犯罪から守れますか 子どもを犯罪から守れますか 
近年、子どもたちが犯罪に巻き込まれる痛ましい事件が多発しています。日ごろから、子

どもに目を向け、防犯に心掛けましょう。

●問合せ　県生活文化課安全なまちづくり推進室　�029－301－2842 
http://www.anzen.pref.ibaraki.jp

◆1日の出来事を子どもと話していますか。

◆不審な人に注意を払い、知らない人にはついて行かないように教えていますか。

◆知らない人に話しかけられたら、離れて(近づかないで)話すように教えていますか。

◆人の気配のない場所には行かないように教えていますか。

◆子どもと｢助けて｣と大きな声を出す練習をしていますか。

◆子どもが外に行くときは、行き先を聞いていますか。

◆子どもの遊び場を知っていますか。

◆子どもの友達を知っていますか。

◆暗くなったら、迎えに行っていますか。

◆子どもの通学路を歩いたことがありますか。

◆自宅周辺の危険な場所を確認していますか。

◆｢地域安全マップ｣を作ったことがありますか。

◆自分の子ども以外の子どもにも注意をしますか。

はい

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

いいえ

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

こどもを守るチェックリストこどもを守るチェックリスト こどもを守るチェックリストこどもを守るチェックリスト こどもを守るチェックリスト 
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問合せ 笠間市･友部町･岩間町合併協議会事務局 �73－0133 Eメール gappei@city.kasama.ibaraki.jp
役場企画課(内線239) Eメール kikaku@town.tomobe.ibaraki.jp

友部町、笠間市および岩間町は、各市町の議会で合併することについて議決しました。

合併期日は、平年18年３月19日、新しい市の名称は｢笠間市｣です。今後、新たな魅力ある地域

づくりのため、１市２町で連携し協議を進めていきます。

１市２町は、２月21日に法律に基づいた｢笠間市･友部町･

岩間町合併協議会｣を設置し、合併に関する協議を行ってき

ました。３月22日に開催した第４回合併協議会で、合併に

関する協議がすべて整い、合併協定書や新市まちづくり計

画(合併建設計画)の内容について最終確認をし、同日、合併

協定書に調印を行いました。

この合併協定書の調印を受け、３月23日、１市２町は、

議会に合併に関する議案を提出し、それぞれ可決されました。

今後は、平成18年３月19日の合併の日に向けて、県議会の議決、県知事の決定、総務大臣の告

示などの手続きが行われます。

合併建設計画は、１市２町の｢総合計画｣等の既計画をもとに、新市のまちづくりを限られた財源

の中でどのように進めていくかについてまとめたものです。計画の期間は、平成17年度から平成

27年度までの11ヵ年としました。合併後の新市は、伝統ある歴史と豊かな自然環境、そして恵ま

れた交通体系等の特色を生かしたまちづくりを進めていきます。

３月28日、１市２町の首長、議会議長が県庁を訪れ、橋本県
知事に合併申請書を提出しました。

合併後は
人　口　82,358人　(平成12年国勢調査)
世帯数　25,911世帯(平成12年国勢調査)
面　積　240.25�

合併協定書の調印・議決 合併協定書の調印・議決 

新市の将来像は「住み良いまち 訪れてよいまち 笠間市」 新市の将来像は「住み良いまち 訪れてよいまち 笠間市」 

県知事へ合併申請書を提出 県知事へ合併申請書を提出 

kasama

tomobe

iwama
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か
せ
る
。

こ
の
桜
の
時
期
に
、
時
を
合

わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、「
ク
ー
ル

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音
楽
ア
カ

デ
ミ
ー
in
と
も
べ
」が
開
催
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

町
民
と
行
政
、
そ
し
て
参
加

団
体
も
協
力
し
合
っ
て
、
新
し

い
文
化
の
発
信
地
と
し
て「
音
楽

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ

う
」と
い
う
高こ

う

邁ま
い

な
理
念
を
背
景

に
も
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

友
部
学
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
、「
共
援
、
共
創
、
共
感
、
共

生
」、
こ
の
こ
と
を
地
で
ゆ
く
画

期
的
な「
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル

国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
と
も

べ
」で
あ
り
、
そ
の
美
し
い
音
楽

の
調
べ
が
、
桜
文
化
と
調
和
し

た
の
で
あ
る
。

(

文
責
　
編
集
担
当)

「
野
も
山
も
桜
明
る
く
咲
き
て

お
り
」、
十
年
ほ
ど
前
の
私
の
一

句
で
あ
る
。

ま
た
、「
山
桜
友
部
名
所
の
北

山
に
幾
株
な
ら
む
数
え
つ
つ
ゆ

く
」や「
桜
に
は
匂
い
あ
り
し
と

人
の
言
う
名
句
を
告
げ
て
花
仰

ぎ
見
る
」、
そ
し
て
、「
大だ

い

子ご

の
空

指
し
て
飛
び
ゆ
く
機
影
あ
り
雲

な
が
な
が
と
桜
花
の
上
」等
々
の

歌
が
、
次
々
と
よ
み
が
え
っ
て

く
る
。
す
べ
て
、
こ
の
北
山
公

園
で
の
作
な
の
で
あ
る
。

桜
、
桜
、
桜
の
時
候
、
本
当

に
う
ら
ら
か
に
、
に
ぎ
や
か
に
、

か
つ
活
性
化
さ
れ
た
北
山
公
園

な
の
で
あ
る
。
や
は
り
、「
桜
文

化
」は
、
厳
然
と
し
て
そ
こ
に
あ

る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
北
山
は
桜
文
化
の

拠
点
と
も
い
え
る
。
地
域
か
ら

盛
り
上
が
っ
た
と
さ
れ
る「
桜
ま

つ
り
」が
今
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
町
お
こ
し
に
は
桜
ま
つ
り
が
一

番
と
延
々
下
げ
し
提
灯
二
千
」

の
歌
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。

今
、
桜
ま
つ
り
は
、
地
域
と

町
全
体
の
伝
統
と
し
て
そ
の
実

績
を
積
み
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
の
北
山
公
園
桜
ま
つ
り
に

は
、
約
三
万
人
の
人
々
が
来
山

し
た
と
い
う
。「
三
万
の
足
に
踏

ま
れ
し
桜
道
」、
そ
の
話
を
聞
い

た
と
き
の
一
句
で
も
あ
る
。

と
に
か
く
、
桜
の
木
の
下
も
、

遊
歩
道
も
、
多
く
の
人
々
の
足

に
踏
ま
れ
、
踏
み
固
め
ら
れ
て

き
れ
い
に
な
っ
た
こ
と
を
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。
に
ぎ
わ
っ
た

北
山
公
園
、
桜
の
花
の
下
、
遊

歩
道
、
お
祝
い
の
旗
や
提
灯
の

揺
れ
等
々
、
ほ
う
ふ
つ
と
し
て

く
る
の
で
あ
る
。

標
高
差
や
、
日
陰
、
日
向
の

違
い
等
に
よ
っ
て
、
桜
の
開
花

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

枝
垂
桜
や
、
山
桜
は
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
に
比
し
て
若
干
早
く

咲
き
出
す
。
特
に
、
茨
城
県
教

育
研
修
セ
ン
タ
ー
東
側
の
山
地

に
、
早
く
開
花
し
、
か
つ
、
色

あ
い
の
美
し
い
山
桜
が
あ
る
。

そ
し
て
、
新
池
の
橋
に
向
か
っ

て
、
坂
道
右
側
の
土
手
に
植
栽
さ

れ
た
枝
垂
桜
も
そ
の
花
を
早
く
開

桜（
さ
く
ら
）文
化

山
の
四
季

 

北
山
の
四
季 

116



町
の
元気人 

町
の
元気人 

子どもは地域で育てるもの 子どもは地域で育てるもの 

5

今
、
少
子
化
に
加
え
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
が
多
様
化
し
、
複

数
の
習
い
事
や
塾
、
学
校
行
事
・
課
外

活
動
な
ど
子
ど
も
の
選
択
肢
が
広
が

り
、
子
ど
も
会
行
事
に
参
加
す
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
は
、
74

の
単
位
子
ど
も
会
が
あ
り
、
約
２
３

０
０
名
の
小
中
学
生
が
会
員
と
し
て

登
録
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
奉
仕

活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

通
し
て
、
地
域
交
流
や
子
ど
も
た
ち

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
子
ど
も
会
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い

る
の
が
、
昭
和
38
年
に
設
立
さ
れ
た

友
部
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で
す
。

日
ご
ろ
の
活
動
の
中
で
、
今
の
時
代

に
即
し
た
新
し
い
形
の
組
織
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
子
ど
も
会
活
動
を
核

と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
集
め
た「
子
ど
も
会

会
長
会
議
」は
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
、
瀧
本
さ
ん
の
発
案
で
始
ま
り

ま
し
た
。「
自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と

も
大
切
。
話
し
合
い
の
中
で
、
少
し

で
も
成
長
し
て
く
れ
れ
ば
。
私
も
、

子
ど
も
会
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
。
恩
返
し
の
つ
も
り

で
微
力
で
は
あ
る
が
、
協
力
し
て
い

き
た
い
」」
と
話
す
瀧
本
さ
ん
の
顔
に

は
、
今
ま
で
の
子
ど
も
会
活
動
の
自

信
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

合
併
を
控
え
た
今
こ
そ
、
こ
う
し

た
地
域
で
の
小
さ
な
活
動
が
、
郷
土

愛
を
は
ぐ
く
み
、
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
の
で
す
。

瀧
本
さ
ん
が
、
町
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
会
長
に
な
っ
た
の
は
22
年
前

で
す
。
当
町
は
、
西
茨
城
郡
の
球
技

大
会
で
毎
年
上
位
入
賞
す
る
な
ど
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。「
今

は
、
球
技
大
会
の
参
加
チ
ー
ム
も
減

少
し
、
子
ど
も
会
活
動
が
低
下
し
て

い
る
の
が
残
念
。
何
よ
り
昔
の
子
ど

も
は
元
気
が
あ
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

平
成
11
年
か
ら
は
、「
わ
く
わ
く
体

験
子
ど
も
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。
自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
や
飯

ご
う
炊
さ
ん
な
ど
、
普
段
の
生
活
で

な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
生
の

と
き
に
、
多
く
の
体
験
を
し
地
域
の

中
で
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
り
、

社
会
性
を
習
得
し
て
い
く
の
で
す
。

今
の
親
に
望
む
こ

と
は
、「
塾
ば
か
り
行

か
せ
る
の
で
な
く
、

外
で
遊
ば
せ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
も
っ
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
目
を
向
け
て
ほ
し

い
」。
子
ど
も
た
ち

は
、
日
々
大
人
の
行

動
を
見
て
成
長
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
子

ど
も
会
の
活
動
に
大

き
な
課
題
が
投
げ
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

長年にわたり地域の子どもたちの健全育成に目を向
け、｢子どものための子どもによる子ども会活動｣を目
指し、活動を続けています。

友部町子ども会育成連合会 

瀧本  健さん（八雲） 会　長 

わくわく体験子どもスクールわくわく体験子どもスクール わくわく体験子どもスクール 

球技大会球技大会 球技大会 
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◆「文学散歩」を実施しました
３月２日(水)～３月３日(木)

歌人若山牧水は、43年

の人生の中で、明治から

昭和初期にかけ8,794首

にもおよぶ短歌を詠み、

詩情溢れる紀行文や随筆

を残しました。

今回の文学散歩では、

その牧水が晩年を過ごし

た静岡県沼津市に建てら

れた｢沼津市若山牧水記

念館｣を訪ねました。参

加者は、数多くの作品や

資料にふれ、在りし日の

牧水の世界に浸っていま

した。

◆図書館カレンダー

■…休館日　■…資料整理のため休館
開館時間　火～金曜日 午前９時30分～午後６時

土・日曜日 午前９時～午後５時

問合せ 図書館(�78ー1200 FAX 78ー3683）
ホームページアドレス http://www.lib.tomobe.ibaraki.jp Eメール info@lib.tomobe.ibaraki.jp

お 知 ら せ 行 事 予 定

5月 
日 月 火 水 木 金 土 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 ８ ９ 10 11 12 13 14 
 15 16 17 18 19 20 21 
 22 23 24 25 26 27 28 
 29 30 31

4月 
日 月 火 水 木 金 土 
   　　　　　　１ ２ 
 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
 10 11 12 13 14 15 16 
 17 18 19 20 21 22 23 
 24 25 26 27 28 29 30

◆おはなし会(毎月第１日曜日・第３土曜日）
５月１日(日) 午後２時から
紙芝居 「なぜおふろにしょうぶをいれるの」
本　 「てじなのかんげいかい」

５月21日(土) 午後２時から
絵　本 「ぼくお月さまがほしいんだ」
紙芝居 「いっきゅうさん」

◆音楽会・名曲コンサ－ト(毎月第３日曜日）
５月15日(日) 午後１時30分から
ヴィバルディ
合奏協奏曲「四季」ほか

◆名作映画会(毎月第４日曜日）
５月22日(日) 午後２時から
｢タイムマシン｣
(2002年　アメリカ映画:96分）
「運命を変えるヒントが未来にあるはず｣恋人を
失い、そう考えた若き科学者アレクサンダーは、
自ら設計したタイムマシンに乗り、未来へ旅立つ。
ついた先はなんと80万年先の世界だった……！

◆みんなおいでよ(毎月第４日曜日）
５月22日(日) 午前10時30分から
視聴覚室で紙芝居や大型絵本の読み聞かせ

など、楽しいことがいっぱい。
※お友達いっぱい、みんなおいでよ!!

◯｢野鳥の会｣写真展
４月26日～５月15日

小鳥のさえずりや鳴き声が｢なごみ｣を与えてくれま

す。鳥の魅力を共感した者が、情報を交換し、観察し

て作品ができました。今回は｢写真･工芸･歌｣で楽しみ

ます。表現方法は異なりますが、いとしむ気持ちは１

つです。バードウィーク中のこの機会に、ぜひ図書館

においでください。いでください

◯｢すずの会｣和紙ちぎり絵展
５月17日～５月29日

会員それぞれが身近な風景やお花など、和紙をちぎっ

て思い思いの作品を作成しました。ちぎり絵独特の技法

等、皆さんに楽しんでいただければ幸いです。

ギ ャ ラ リ ー

｢若山牧水｣を訪ねた文学散歩の一行

としょかん としょかん としょかん 
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問合せ 中央公民館 �77－7533 Eメール koumin@town.tomobe.ibaraki.jp

知らせお

パン作りをしました
定期講座わんぱく教室で

は、２月26日、水戸市内原町

の農業実践学園でパン作りの

体験をしました。子どもたち

は、生地を思い思いに成形し、

焼き上がったパンは想像以上

のできあがりとなりました。

ビー展示ケース

およびガラスケース

ロ

３月末日まで、ステンドグ

ラス自主教室、定期講座木版

画教室の作品を展示しまし

た。４月は、自主リフォーム

教室、遊絵会(絵手紙)、木つ

つきの会(彫刻)の作品を展示

中です。

期講座の受講生を募集します!定

応募資格 町内に居住または勤務している人

応募方法 ４月中旬に回覧で配布する申込用紙に必要事項を記

入のうえ、本人が直接申込みください。なお、申

込み時には、官製はがき１枚をご持参ください。

申込期限 ５月８日(日)

注意事項 ①１～５の講座は、１人１講座とします。

②申込者が多い場合は抽選となります。また、募集

定員に満たない講座は開講しない場合があります。

③受講料は無料ですが、教材費等は個人負担となり

ます。

こうみん こうみん 

楽 し く 学 ぼ う 

講座名 

1.歴史探訪教室 

2.わんぱく教室 

3.母(父)と子の 
　教室 

4.木版画教室 

5.粘土教室 

6.親子教室 

7.料理教室 

8.手作り教室 

募集人数 

30名 

35名 

25組 

20名 

20名 

20組 

20名 

20名 

内　　　容 

近隣の歴史や文化を訪ね歩きます。 

体験学習を通して多くのことを学び、
友達づくりをします。 
（小学１年～３年生対象） 

１歳７カ月～３歳までの親と子を
対象にした講座で、子ども同士、親
同士の交流を図ります。 

木版画のおもしろさを理解し、彫り、
刷りの基本を学びます。 

樹脂粘土を使い、美しい粘土細工を
作ります。 

料理教室、科学教室、しめ縄作りな
ど親子で楽しめます。 
(小学生とその親を対象)

祭り寿司、豆腐、夏のおやつなど基
本的な日本の味を学びます。 

陶芸、竹細工、しめ縄など伝統工芸を
学びます。 

※詳細については、４月中旬に回覧するチラシをご覧ください。 



My favorite

募集します！ 

まゆさん 
（鯉淵） 

俳
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田
中
　
洋
子
さ
ん(

鴻
巣)

春
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し
腕
に
力
の
ト
ー
チ
ラ
ン 

友部第二小（４年）

長谷川 梨
り

羅
ら

さん

｢ゆめのけしき｣

このコーナーでは、あなたのお気に入りの作品を紹介させていただきま
す。家族やペットの写真・俳句・短歌・イラスト・自由投稿などをお送り
ください。掲載させていただいた方には、薄謝を進呈します。必ず住所、
氏名（ペンネームの場合、本名も併記）を記入し、お送りください。

広報ともべ４月号 16

これは、明るい春をイメージした
ゆめのけしきです。たのしみにして
いた春が来て、花や鳥といっしょに、
わたしが森の中をとびはねている様
子を表しました。※３年生の時の作品

〒３０９-１７９２ 友部町役場秘書課　広報広聴係まで

１月号の答え：13。正解者は13人でした。当選者は、大川さち子さん(平町)、鈴木幹人さん(鯉淵)、矢萩道子さん(仁古田)です。

２月号の答え：オリエンタル。正解者は21人でした。当選者は、入江美樹さん(平町)、近江勝さん(旭町)、鴨志田陽子さん(大田町)です。

広報クイズ
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食生活改善推進員が、 

昔から食べられている 

旬の料理を紹介します。 

　フキノトウ･タラの芽･ワラビなどは、春
の訪れを最初に知らせてくれる食材です。
春の山菜は主に芽の部分を食しますが、苦
味や香りが強いため、あくを抜いて和え物
や混ぜごはんにして香りを楽しみます。山
菜ごはんの薄く味つけしたワラビは、その
香りとともにヌルッとした歯触りを楽し
めます。 

山菜ごはん 

今月のレシピ 

【材料（4人分）】 
米２カップ、鶏肉80ｇ、人参40ｇ、ワラビ
100ｇ、油揚げ２枚、干ししいたけ２枚、Ａ(だ
し1.5カップ、酒大さじ２、しょうゆ小さじ２、
塩小さじ2/5、砂糖少々) 

【作り方】 
①ワラビのあくを抜く。ワラビの表面に木灰(重
　曹)をかけ、その上からたっぷりの沸騰湯を
　回しかけ、ふたをして冷めるまでそのまま
　おく。 
②鶏肉は一口大、人参、しいたけはせん切り、
　油揚げは油抜きし細切りにする。ワラビは
　４cmに切る。 
③Ａで②を煮汁がなくなるまで煮含め、炊き
　たてのご飯に混ぜてできあがり。 

 



広報ともべ４月号 18

5月 

 
1 日 

2 月 

3 火 

4 水 

5 木 

6 金 

7 土 

8 日 

9 月 

10 火 

11 水 

12 木 

13 金 

14 土 

15 日 

16 月 

17 火 

18 水 

19 木 

20 金 

21 土 

22 日 

23 月 

24 火 

25 水 

26 木 

27 金 

28 土 

30 月 

31 火 

29 日 

おはなし会　 14:00～ 

 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

町立図書館休館日 

 

町立図書館休館日 

 

 

 

町立図書館休館日 

 

総合健診　 6:30～9:00 

 

第５回友部町長杯空手道大会 県教育研修センター 

第11回友部町シングルステニス大会 フソウテニスコート 

子育て支援センター　 9：00～12：00 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

マタニティビクス　 13:15～13:30 

いこいの家はなさか休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10：00～11：30 

三種混合 塙医院 13:30～14:00 

いこいの家はなさか休館日 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

子宮がん・乳がん検診　 12:00～ 

ポリオ　 13:00～13:20 

９～10ヵ月児相談（H16.7.1～7.31生）　 9:00～10:00 

日本脳炎 ねもとクリニック 14:00～14:30 

３～４ヵ月児相談（H17.1.1～1.31生）　 9:00～10:00 

子宮がん・乳がん検診　 12:00～ 

三種混合　 13:30～14:00  

麻しん 常陸クリニック 13:30～14:00 

「論語」に学ぶ　 14：00～15：30 

ＢＣＧ　 13:00～13:20 

風しん あさひクリニック 13:30～14:00 

日本脳炎 わたなべ整形外科 14:00～14:30 

 

 

歩け歩け大会 

第11回友部町近隣ソフトテニス大会 柿橋テニスコート 

第54回町民ソフトボール大会 町内各グラウンド 

音楽会・名曲コンサート　 13:30～ 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10：00～11：30 

特設巡回行政相談　 10：00～16：00 

特設人権相談　 10:00～15:00 

三種混合 石橋内科医院 13:30～14:00 

マザークラス(１コース)　 9:30～9:45 

 

３才児健診（H14.4.1～4.30生）　 13:00～13:20 

三種混合　 13:30～14:00  

麻しん あさひクリニック 13:30～14:00 

日本脳炎 立川病院 13:00～13:30 

おはなし会　 14:00～ 

身体障害者･知的障害者相談　 13:30～16:00 

県知事杯争奪茨城県職場対抗アームレスリング選手権大会 

県オープンアームレスリング選手権大会 

県アームレスリング選手権大会　 （3大会とも） 

みんなおいでよ　 10:30～ 

名作映画会　 14:00～ 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10：00～11：30 

行政相談　 13:30～16:00 

心配ごと相談　 13:30～16:00 

心の相談室　 9：00～11：00 

５才児相談（H12.4.1～5.31生）　 13:00～14:00 

三種混合 根本産婦人科医院 14:00～14:30  

日本脳炎 武藤医院 14:00～14:30 

健康相談　 10：00～11：30 

ポリオ　 13:00～13:20 

風しん 常陸クリニック 13:30～14:00 

三種混合　 13:30～14:00  

日本脳炎 わたなべ整形外科 14:00～14:30 

後継者結婚相談　 13：30～15：30 

 

 

 

町立図書館・中央公民館休館日 

いこいの家はなさか休館日 

町立図書館資料整理休館日 

育児相談　 9:00～11:00 

健康相談　 10：00～11：30 

ポリオ　 13:00～13:20 

三種混合 塙医院 13:30～14:00 

日本脳炎 山本内科小児科医院 13:30～14:00 

憲法記念日 

国民の休日 

こどもの日 

図 

保 

保 

保 

保 

保 

社 

保 

保 

保 

保 

国 

保 

保 

図 

図 

保 

保 

公 

社 

保 

保 

国 

図 

社 

図 

公 

図 

保 

保 

保 

役 

社 

保 

役 

保 

国 

公 

保 

保 

保 

電話番号一覧
○友部町役場……77-1101
○中央公民館……77-7533
○町立図書館……78-1200
○保健センター…77-9145
○国保病院………77-0034
○第１保育所……77-6105

役

公

図

保

国

育

※毎週月曜日は中央公民館休館日ですが、教育委員会はご利用できます

情報BOXは21ページからお読みください

○歴史民俗資料館……………77-8925
○社会福祉会館………………77-0730
○いこいの家はなさか………77-5110
○環境センター………………77-2416
○ゆかいふれあいセンター…78-3796
○下水道組合…………………78-0851

警察 友部地区交番
78-0110

消防 友部消防署
78-0119

歴

社

は

環

ゆ

下

役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです
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情報 B o x

１日

３日

４日

５日

８日

15日

22日

29日

日

火

水

木

日

日

日

日

武藤医院

原田医院

満川医院

立川病院

根本産婦人科医院

梅里クリニック

塙医院

国保病院

７７－６６１０

７７－８８８３

０２９９－４５－２１４６

７７－７２１１

７７－０４３１

０２９９－４５－２００２

７７－００７２

７７－００３４

５月の休日救急当番医

※休日診療は、友部町･岩間町の医師会のご協力により実施されています。
なお、医師の都合により変更することがあります。

県では、女性リーダーの人材育成
のため、女性の海外派遣を行います。
研修先…オランダ、フランスほか
期　間…９月21日(水)～10月１日(土)
応募資格…５年以上県内に居住して
いる30歳以上55歳未満の女性
参加費…26万円程度 ※町補助あり
応募期間…４月20日(水)～５月18日(水)

企画課(内線323)
machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

ハーモニーフライト参加者募集

テレフォンサービス
(�７７－９７１１）

４月11～20日

４月21～30日

５月１～10日

／福祉情報ボランティ

ア紹介「心にとどけの会」

／民話｢女化の狐女房」

／北山の四季「北山公

園のミズバショウ」

となりのまち情報
水戸地方広域市町村圏協議会

涸沼自然公園……………茨城町
利用期間…４月25日(月)～10月31
日(月)
料金…オートキャンプ場／5,000円
(１区画)、テントサイト／2,000円
(テント１張)･1,000円(タープ１
張)、バーベキュー炉／1,500円(１
炉)、バーベキューのみ／100円(５
歳以上)※入園料が別途かかります。

茨城町商工観光課
(�029－292ー1111)
涸沼自然公園管理事務所
(�029－293ー7441)

水戸市長杯第20回綱引大会
………………………………水戸市
日時…５月22日(日) ９時集合
会場…青柳公園市民体育館
チーム構成…１チーム選手８～10名
種別…一般男子、一般女子、男女混
合、小学生
参加料…2,000円(１チーム)
申込期限…５月２日(月)

水戸市スポーツ振興協会
(�029－243ー0111)

ホロルの湯………………城里町
ホロルの湯は、バイブラ機能や寝
湯、サウナ、地元の自然石を使った
広々とした露天風呂など、各種機能
を備えています。
利用時間…10時～21時
料金…800円(大人)、400円(３歳～
中学生) ※土･日、祝日、17時以降
は別料金になります。
休館日…毎週月曜日(祝日の場合は
その翌日)
健康増進施設｢ホロルの湯｣
(�029－288ー7775)

申 問・

あたたかいご厚意まことにありがとう

ございました。

善意の窓

●善意銀行

（２月10日～２月22日）

金 40,000円

メモリアルホール浄土会館 様

金 30,000円 関口　光枝 様

金 10,000円 丸山清四郎 様

金 8,240円 伊与久英子 様

金 30,000円 山崎　勉 様

金 11,000円

友部地区労センター様

金 2,000円 匿名(1名)

●ボランティア基金

（２月18日）

金 34,600円

友部町ボランティア連絡協議会 様

申 問・

問

明日のあなたに国民年金
●３月28日(月)から予約年金相談を実施しています

社会保険事務所では、来訪者のサービスを向上させるため、予約によ

る年金相談を実施することにしました。(予約は、１ヵ月先まで)

水戸南社会保険事務所(水戸市柳町) �029－231－4271

●国民年金相談日 常陽銀行友部支店　５月10日(火)
※相談時間は、10時～15時。相談の際は、年金手帳･年金証書･印かんをご持参ください。

ご希望の方は常陽銀行友部支店にご予約ください。 �77－1154

国保年金課（内線308） nenkin@town.tomobe.ibaraki.jp

申 問・

問

申 問・

おわびと訂正
広報｢ともべ｣３月号、バランス
シートの記事(p.4)で誤りがあり
ました。借方の平成15年度の流
動資産は19億1,257万円です。
おわびして訂正します。
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役場の電話番号は0296-77-1101です

■は申込み、■は問合せ、 はEメール申 問

役場のホームページアドレスはhttp://www.town.tomobe.ibaraki.jpです

４月の納税等
■固定資産税 (第１期)

■国民年金保険料 (３月分)

■介護保険料 (第１期)

納付期限は５月２日（月）

町の医療費
(11月診療分）

国 保：被保険者10,371人　医療費 1億6,983万0,229円（前月比1,049万8,357円減）
老 人：受 給 者 3,756人　医療費 1億9,039万2,482円（前月比 151万6,131円増）

友部町近隣市町村
ソフトテニス大会を開催

日時…５月15日(日) ８時30分受付開始

※雨天時６月19日(日)

会場…柿橋テニスコート

種目…一般男女(高校生以上)

参加費…１ペア1,000円

５月５日(木)～５月12日(木)

の19時～21時に佐藤修さんへ

(�･ＦＡＸ77－3512)

申 問・

自衛隊幹部候補生募集

一般･技術幹部候補生

応募資格…22歳以上26歳未満で大学

卒業程度の学力を有する者。20歳以

上22歳未満は大卒者。学校教育法に

よる大学院修士課程修了者(見込み)

は、28歳未満。

給与…213,300円　大学卒

231,200円　大学院卒

試験…１次　５月21日(土)･５月22日(日)

※５月22日(日)は飛行要員のみ

２次　６月21日(火)～６月23日(木)

のうち指定する１日

３次　７月23日(土)～８月４日(木)

飛行要員のみ

入隊時期…平成18年３月下旬～４月上旬

受付期限…５月13日(金)

自衛隊茨城地方連絡部

水戸事務所(�029－226－9294)

日本ゴルフツアー選手権
宍戸ヒルズカップ開催

ツアープレーヤーNo.１を決める

大会を友部町で開催します。

また、７月２日(土)には、町内の

小学校も参加する｢第３回スナッグ

ゴルフ全国大会｣を開催します。

開催期間…６月30日(木)～７月３日(日)

開催場所…宍戸ヒルズカントリーク

ラブ

※なお、大会運営にご協力いただけ

るボランティアも募集しています。

日本ゴルフツアー機構

(�03－3585－7381)

HP：http://www.jgto.org

申 問・

募 集 

第14回JAWA茨城県アームレスリング選手権大会
(全日本選手権大会予選)
第７回JAWA茨城県オープンアームレスリング
選手権大会

出場資格 県選手権大会／平成17年度日本アームレス

リング連盟競技者登録をしている方

オープン選手権大会／過去に県選手権大会、

オープン大会で、３位までに入賞した実績の

ない方

参 加 料 男子県選手権の部

１部門／4,000円、２部門／7,000円

３部門／9,000円、４部門／10,000円

男子オープンの部

１部門／4,000円、２部門／6,000円

女子・高校生の部(選手権･オープン共)

１部門／2,000円、２部門／4,000円

障害者　無料

第３回JAWA茨城県知事杯争奪茨城県職場対抗
アームレスリング選手権大会

出場資格 県内の職場で同一の職場に勤務する者で編

成し、主催者の承認を受けたチーム(選手３

人の合計体重が225kg以下、男女を問わな

い。)

参 加 料 １チーム　10,000円

……………………………………………………………

日　　時 ５月22日(日) ９時受付開始

会　　場 町中央公民館　３階　大ホール

申込方法 所定の申込用紙に必要事項を記入し、参加

料を添えて現金書留で申込みください。

申込期限 ４月30日(土)必着

茨城県アームレスリング連盟　　磯野武夫さん

〒309－1723 友部町矢野下1379－3

(�77－1781)

申 問・

申 問・

全大会ともに
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案 内 

情報 B o x

子育てに関する相談を
受付けます

｢子育て支援センター(町保健セン

ター内)｣では、子育てや児童虐待に

関する相談を随時受付けていますの

で、お気軽に相談ください。（ご連

絡いただいた方の秘密は厳守します。）

なお、子どもに深刻な危害が加え

られている場合、速やかに警察か、

｢茨城県福祉相談センター」(�029－

221－4992)に連絡ください。

受付時間…８時30分～17時15分(平日)

※夜間や休日の児童虐待等に関する

緊急の相談は｢茨城虐待ホットライン

(24時間)｣(�0293－22－0293)に

連絡ください。

子育て支援センター(町保健

センター内) (�77－9145)

yobou@town.tomobe.ibaraki.jp

高速バスの運行時間が
変更になりました

４月１日(金)から、高速バス(笠

間･友部･岩間～東京線)のルートとダ

イヤが改正され、１日４往復(全便

とも岩間IC経由)となりました。発

着時刻は、バス営業所、停留所でご

確認ください。

茨城交通株式会社　

(�029－251－2335)

HP：http://www.ibako.co.jp

人口と世帯数 ３.１現在

●人　口
男
女

●世帯数

３５,７３９人 (－ 06）
１７,６５２人 (＋ 01）
１８,０８７人 (－ 07）
１２,０１０世帯(± 00）

※（ ）は前月比

資源物は町の財産です

町民が出す新聞、段ボールなどの

資源物は町の貴重な財産です。町で

は条例の改正を行い、この資源物が

町の財産であることを定めました。

この条例により、今後資源物を勝手

に持っていくと犯罪になります。そ

のような人を見かけたら、役場にご

連絡ください。

生活環境課 (内線311)

haiki@town.tomobe.ibaraki.jp

生活環境課 (内線311) haiki@town.tomobe.ibaraki.jp

４月29日(金)みどりの日、５月３日(火)憲法記念日と、収集日が連
続して祝日に当たるため、下記のとおり臨時収集を行います。

問

可燃ゴミの臨時収集のお知らせ

申 問・

問

問

実
施
地
区

駅前、東平１～４丁目、美原1～4丁目、青葉町、東ヶ丘、 西飯田、
富士町、内郷、西内郷、飯田１～３、大沢下１～３、
柿橋西･中･北･南･東、柿橋団地

旭台、旭台団地１～４、旭平１･２、旭平団地、サンステージ、
緑ヶ丘団地、旭崎１･２、西原、睦団地、西原住宅班、
旭ヶ丘団地、旭団地、西協、長野、住吉団地、ＲＧ風の杜、
みどり野団地、石沢、田向、湯崎、住吉新宿･本宿、随分附本
郷･新田、柏井、柏井団地、旭丘、仁古田東部･西部、下長兎路、
岱長兎路、長兎路３、東原

男女共同参画社会を目指して

友部学まちづくり講座で、｢男女共同参画｣をテーマ
に調査･研究を行い、それらを実践していくために｢共生
の会｣をつくりました。会では｢男女共同参画｣を身近な
ものとして理解してもらうために、町内での普及啓発活
動を行っています。来月から広報紙にも｢ひとこと啓発｣
として町民の皆さんにわかりやすく伝えていきます。

企画課(内線323) machi-z@town.tomobe.ibaraki.jp

私たちが家庭生活・地 
域社会・女性の自覚・社会施策 
などをテーマに話し合いを 

していきます。 

ひとこと啓発 「共生の会」 
「共生の会」 

問

難病患者に見舞金を
支給します

町内居住の難病患者の生活に役立

てるために、見舞金を支給します。

見舞金の額…１人につき月額3,000

円(年２回支給)

期間…認定を申請した翌月から受給

権の消滅した(転出、死亡、辞退な

ど)月まで

福祉課 (内線304)

f-syakai@town.tomobe.ibaraki.jp
申 問・

狂犬病予防注射を行います
４月25日(月)～27日(水)まで、
町内各地区で犬の集合注射と登
録を行います。詳しくは生活環
境課に問合せください。
生活環境課 (内線311)
kankyo@town.tomobe.ibaraki.jp

問

※ごみの種類は可燃ゴミのみとなります。
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環境にやさしい大豆油インキを使用しています 古紙配合率100％再生紙を使用しています

広報ともべに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問合せは、秘書課広報広聴係(内線220）まで。
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/毎
月
第
２
木
曜
日

■
発
行
/友
部
町
役
場

■
編
集
/秘
書
課
広
報
広
聴
係

郷
土
の
先
人
た
ち

松
平
頼よ

り
か
た

は
、
享
和
元
年
六
月
十
三
日
、
水
戸
藩
第
七
代
藩
主
治は

る

紀と
し

の
四

男
と
し
て
、
小
石
川
藩
邸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
母
は
中
山
氏
の
女

む
す
め（

八や

十そ

、

の
ち
八や

重え

崎ざ
き

）で
、
幼
名
は
詮せ

ん

之の

允
じ
ょ
う

、
通
称
彜つ

ね

若わ
か

、
字

あ
ざ
な

は
子し

貫か
ん

、
号
は
鸞ら

ん

山ざ
ん

を
称
し
ま
し
た
。

文
化
四
年（
一
八
〇
七
）頼よ

り

敬ゆ
き

の
婿む

こ

養よ
う

子し

と
な
り
、
同
年
十
二
月
、
六
歳
で

宍
戸
藩
第
七
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
水
戸
藩
か
ら
頼
　
付
き

と
し
て
、
遠
山
織
部（
二
〇
〇
石
）、
岩
間
金
左
衛
門
、
多
田
伝
左
衛
門
、
後

藤
弥や

惣そ

次じ

、
三
田
牧
衛
門
、
老
女
砂
野
等
が
派
遣
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
文
政
六
年（
一
八
二
三
）に
も
、
用
人
小
田
与
三
郎
、
元も

と

〆じ
め

吟ぎ
ん

味み

役や
く

井
坂

嘉
十
郎
、
郡
奉
行

こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ
う

菊
池
庄
太
夫

し
ょ
う
だ
ゆ
う

景
住
も
宍
戸
藩
詰づ

め

と

な
り
ま
し
た
。

頼
　
時
代
は
、
天
保
大
飢
饉
に
よ
り
農
村
の
荒
廃

が
ひ
ど
く
、
立た

ち

百
姓（
立
ち
の
き
百
姓
）、
潰

つ
ぶ
れ

百
姓
が

多
く
出
て
い
ま
し
た
。
旗
本
領
の
小
原
村
や
宍
戸
藩
領
有
賀
村（
旧
内
原
町
）

で
飢き

餓が

を
訴
え
る
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

天
保
元
年（
一
八
三
〇
）五
月
四
日
、
五
代
藩
主
で
あ
っ
た
頼よ

り

救す
け

が
病
没
し

ま
し
た
。
頼
　
は
喪
主
と
し
て
葬
儀
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
頼
救
の
遺い

骸が
い

は

六
月
三
日
、
高
田
の
下
屋
敷
を
発
し
て
七
日
に
太
田
の
瑞
竜
山
に
埋
葬
さ
れ

ま
し
た
。

頼
　
も
天
保
十
年
五
月
十
七
日
、
三
九
歳
で
病
没
し
ま
し
た
。
号
は
又ゆ

う

玄げ
ん

院い
ん

、
法
名
は
道
誉
上
徳
先
天
で
、
瑞
竜
山
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

（
参
考
文
献
『
江
戸
時
代
の
友
部
地
方
・
宍
戸
藩
』)

松
平
頼
　
（
一
八
〇
一
〜
一
八
三
九
）

25

▼
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音
楽
ア
カ

デ
ミ
ー
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
先
日
終
了

し
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
町
中
で
コ
ン
サ
ー

ト
が
催
さ
れ
、
町
は
音
楽
で
一
色
に
な
り
ま

し
た
。

今
は
、
北
山
公
園
周
辺
も
静
け
さ
を
取

り
戻
し
、
野
山
も
緑
濃
く
な
り
虫
た
ち
の

息
づ
か
い
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
春
の
草
花
が
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
４
月
は
入
学
や
入
社
、
転
勤
な

ど
で
皆
さ
ん
も
何
か
と
忙
し
い
時
期
で
す

が
、
体
調
な
ど
崩
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

Ｔ
・
O
・
H

友部学の４つの「共
とも

」

共援 
行政運営の中心に 
「町民の参画」を 

置く 

共感 
町民が 

「ふるさと友部」を 
誇りに感じる 

共生 
共に生きる 

「町民の幸せ」を 
実現する 

共創 
町を「町民と行政の 
パートナーシップ」 

で創る 

編 

集 

後 

記 

編 

集 

後 

記 
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松平頼　書
（個人蔵）
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